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は
じ
め
に

戦
国
時
代
は
郡
県
制
や
官
僚
制
な
ど
の
構
築
を
通
じ
た
中
央
集
権
化
の
も
と
、
領
域
拡
張
を
目
指
す
軍
事
と
外
交
が
展
開
さ
れ
、
王
号

称
謂
に
よ
り
戦
国
の
七
雄
の
対
立
抗
争
が
顕
在
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た

（
１
）

。
そ
の
な
か
で
、
諸
国
の
国
際
関
係
を
方
向
づ
け
る
行
為
と
し
て

会
盟
が
実
施
さ
れ
、
秦
の
台
頭
に
と
も
な
う
合
従
連
衡
が
進
展
し
た

（
２
）

。
た
だ
、
戦
争
形
態
の
変
質
と
対
立
の
恒
常
化
の
も
と
、
会
盟
が
当

該
期
の
軍
事
と
外
交
で
ど
の
よ
う
な
役
割
と
機
能
を
果
た
し
、
そ
も
そ
も
そ
の
有
効
性
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
会
盟
を

通
じ
た
覇
者
・
主
宰
国
の
役
割
、
強
国
間
の
動
向
、
そ
の
傘
下
に
組
み
込
ま
れ
る
諸
国
は
如
何
な
る
関
係
を
維
持
し
、
統
一
秦
に
向
け
た

推
移
の
な
か
で
ど
う
対
処
し
た
か
な
ど
、
会
盟
に
は
多
岐
に
わ
た
る
問
題
が
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
小
論
で
は
、
当
該
時
代
に
お
け
る
会
盟
と
国
際
社
会
と
い
う
視
点
か
ら
、
強
国
の
動
向
に
留
意
し
な
が
ら
、
軍
事
と
外
交

の
推
移
の
な
か
で
会
盟
と
い
う
講
和
的
環
境
が
も
た
ら
す
状
況
に
着
目
し
、
あ
ら
た
め
て
統
一
秦
に
至
る
経
緯
の
一
端
を
概
観
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
当
該
期
の
時
代
区
分
と
し
て
は
か
つ
て
示
し
た
戦
国
前
期
を
前
四
五
三
年
か
ら
前
三
三
四
年
の
徐
州
の
会
ま
で
、
戦
国

中
期
を
前
三
三
三
年
か
ら
前
二
七
九
年
の
徐
州
相
王
後
、
斉
の
衰
退
を
経
た
復
興
ま
で
、
戦
国
後
期
を
前
二
七
八
年
か
ら
前
二
二
一
年
の

一
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斉
の
復
興
後
よ
り
秦
に
よ
る
統
合
ま
で
と
す
る
理
解
に
基
づ
い
て
い
る

（
３
）

。

一　

戦
国
前
期
の
会
盟

前
期
の
「
会
」「
盟
」
な
ど
に
関
し
て
確
認
す
る
が
、
以
下
で
は
「
開
催
年　

参
加
国
（
参
加
者
）
―
会
盟
地
＝
会
盟
種
類　
（
出
典
）」

の
順
に
列
挙
し
て
い
る

（
４
）

。

１
前
四
二
一
年　

魯
季
孫
氏
・
晋
幽
公
―
楚
丘
＝
会　
（
紀
年
晋
紀
六
四
）

２
前
四
〇
七
年　

斉
宣
公
・
鄭
人
―
西
城
―
会　
（
田
世
家
・
六
国
表
）　

３
前
三
八
九
年　

田
太
公
・
魏
文
侯
・
衛
―
濁
沢
＝
会　
（
田
世
家
・
六
国
表
）

４
前
三
六
六
年　

魏
恵
王
・
韓
懿
侯
―
宅
陽
＝
会　
（
魏
世
家
・
六
国
表
・
韓
世
家
）

５
前
三
六
二
年　

趙
成
侯
・
韓
昭
侯
―
上
党
＝
遇　
（
趙
世
家
）

６
前
三
六
一
年　

魏
梁
恵
成
王
・
鄭
釐
侯
（
韓
昭
侯
）
―
巫
沙
＝
会　
（
紀
年
魏
紀
四
三
）　

７
前
三
六
一
年　

魏
・
趙
―
鄗
＝
会
（
魏
世
家
・
六
国
表
）　

８
前
三
五
八
年　

趙
成
侯
・
魏
恵
王
―
葛
孽
＝
遇　
（
趙
世
家
）　

９
前
三
五
七
年　

魏
恵
王
・
趙
成
侯
―
鄗
＝
会　
（
魏
世
家
・
六
国
表
）

10
前
三
五
七
年　

魏
恵
成
王
・
鄭
侯
釐
―
巫
沙
＝
会　
（
紀
年
魏
紀
五
二
）

11
前
三
五
六
年　

趙
成
侯
・
斉
威
王
・
宋
―
平
陸
＝
会　
（
田
世
家
・
六
国
表
・
趙
世
家
」）

12
前
三
五
六
年　

趙
・
燕
―
阿
＝
会　
（
趙
世
家
）

二
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13
前
三
五
六
年　

趙
成
侯
・
燕
成
侯
―
安
邑
＝
会　
（
紀
年
魏
紀
五
六
）

14
前
三
五
五
年　

魏
恵
王
・
秦
孝
公
―
杜
平
＝
会　
（
魏
世
家
・
六
国
表
・
秦
本
紀
）

15
前
三
五
五
年　

斉
・
魏
王
―
（
臨
湽
）
郊
＝
会　
（
田
世
家
・
六
国
表
）

16
前
三
五
二
年　

魏
・
斉
・
宋
―
（
囲
）
襄
陵
＝
会　
（
紀
年
魏
紀
七
一
）

17
前
三
五
一
年　

魏
・
趙
―
漳
水
上
＝
盟　
（
魏
世
家
・
六
国
表
・
趙
世
家
）

18
前
三
五
〇
年　

魏
・
秦
公
―
彤
＝
会　
（
魏
世
家
・
六
国
表
）

19
前
三
四
八
年　

趙
肅
侯
・
魏
恵
王
―
陰
晋
＝
遇　
（
趙
世
家
）

20
前
三
四
四
年　

魏
・
諸
侯
―
逢
沢
＝
会
（
周
本
紀
・
秦
本
紀
・
六
国
表
・
秦
策
四
10
）

21
前
三
四
〇
年　

斉
・
趙
―
博
望
＝
会
（
魏
世
家
・
六
国
表
）

22
前
三
三
六
年　

斉
（
威
王
）・
魏
恵
王
―
平
阿
南
＝
会　
（
魏
世
家
・
田
世
家
・
六
国
表
）

23
前
三
三
五
年　

斉
王
・
魏
―
甄
＝
会　
（
魏
世
家
・
田
世
家
・
六
国
表
）

24
前
三
三
四
年　

斉
威
王
・
魏
恵
王
―
徐
州
＝
会　
（
孟
嘗
君
列
伝
・
田
世
家
・
魏
世
家
・
六
国
表
）

会
盟
と
し
て
二
四
回
確
認
で
き
る
。
20
前
三
四
四
年
の
魏
・
諸
侯
の
逢
沢
で
の
「
会
」
に
関
し
て
、
秦
本
紀
に
は
「（
孝
公
）
二
十
年
、

諸
侯
畢
賀
、
秦
使
公
子
少
官
率
師
会
諸
侯
逢
沢
」
と
見
え
る
が
、
秦
策
四
10
で
は
「
魏
伐
邯
鄲
、
因
退
為
逢
沢
之
遇
」
と
「
遇
」
で
あ
り
、

「
会
」
と
「
遇
」
の
同
質
性
が
窺
え
る
。
18
前
三
五
〇
年
の
魏
・
秦
の
彤
の
「
会
」
も
六
国
表
で
は
「
二
十
一
、
与
秦
遇
彤
」
と
、「
遇
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
遇
」
も
会
盟
と
同
様
の
効
力
が
期
待
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、「
会
」
が
主
流
で
「
遇
」

は
こ
の
他
、
５
前
三
六
二
年
の
上
党
、
８
前
三
五
八
年
の
葛
孽
、
19
前
三
四
八
年
の
陰
晋
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
17
前
三
五
一
年
の
魏
と

趙
の
漳
水
上
で
の
会
盟
は
、
魏
世
家
に
「（
恵
王
）
二
十
年
，
帰
趙
邯
鄲
、
与
盟
漳
水
上
」
と
見
え
、
唯
一
の
「
盟
」
で
あ
る
。　

三
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四

会
盟
後
の
傾
向
を
見
て
み
る
と
、１
前
四
二
一
年
魯
季
孫
氏
・
晋
幽
公
の
楚
丘
の
「
会
」
は
、「
取
葭
密
、遂
城
之
」（
紀
年
晋
紀
六
四
）
と
、

軍
事
行
為
に
直
結
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
前
四
〇
七
年
、
斉
宣
公
・
鄭
人
の
西
城
の
会
で
は
、
対
衛
攻
撃
が
確
認
で
き
る
（
田
世
家
）。

14
前
三
五
五
年
、
魏
・
秦
の
杜
平
の
会
も
宋
へ
の
侵
攻
へ
と
展
開
し
た
（
魏
世
家
）。
こ
れ
ら
は
16
前
三
五
二
年
の
魏
・
斉
・
宋
の
会
が
、

「
梁
惠
成
王
十
八
年
、
恵
成
王
以
韓
師
敗
諸
侯
師
於
襄
陵
、
斉
侯
使
楚
景
舍
来
求
成
、
公
会
斉
、
宋
之
囲
」（
紀
年
魏
紀
七
一
）
と
、
攻
囲

の
な
か
な
さ
れ
た
よ
う
に
、
会
盟
と
軍
事
行
動
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
講
和
的
環
境
を
も
た
ら
す
会
盟
に

は
、
軍
事
と
連
動
す
る
側
面
が
見
出
せ
る
わ
け
で
あ
る
。

会
盟
自
体
は
二
国
間
同
盟
が
主
流
で
、
三
国
間
は
３
前
三
八
九
年
、
濁
沢
の
会
の
斉
・
魏
・
衛
、
11
前
三
五
六
年
、
平
陸
の
会
の
趙
・
斉
・

宋
、
四
国
間
は
16
前
三
五
二
年
、
襄
陽
の
会
の
魏
・
斉
・
宋
・
衛
、
よ
り
多
国
間
で
あ
る
可
能
性
が
窺
え
る
も
の
は
20
前
三
四
四
年
、
逢

沢
の
会
の
魏
・
諸
侯
の
み
で
あ
る
。
会
盟
の
本
質
が
二
国
間
同
盟
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

会
盟
に
関
わ
る
状
況
と
し
て
は
、20
前
三
四
四
年
、魏
は
逢
沢
の
会
で「
朝
天
子
」（
秦
本
紀
・
六
国
表
）と
、講
和
後
に
天
子
に
朝
見
し
た
。

覇
者
と
し
て
諸
侯
を
招
集
し
、
周
王
の
認
証
を
求
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
５
）

。
一
方
で
、
前
三
六
〇
年
「
九
年
、
致
文
武
胙
於
秦
孝
公
」

（
周
本
紀
）、
前
三
四
三
年
「
十
九
年
、
天
子
致
伯
」（
秦
本
紀
）、
前
三
三
四
年
「
天
子
致
文
武
胙
」（
六
国
表
）
と
、
周
王
の
秦
を
覇
者

と
認
定
し
た
対
秦
外
交
が
認
め
ら
れ
る

（
６
）

。
さ
ら
に
、
前
三
三
六
年
で
も
周
本
紀
に
「
周
顕
王
三
十
三
年
、
賀
秦
恵
王
」
と
、
周
王
朝
に
よ

る
親
秦
外
交
が
展
開
さ
れ
、
周
王
主
導
の
秦
を
覇
者
と
す
る
国
際
社
会
構
築
の
動
き
が
窺
え
る
。
こ
う
し
て
当
該
期
、
周
の
活
発
な
外
交

が
展
開
さ
れ
た
が
、
前
三
五
〇
年
に
は
、
魏
に
よ
る
「
又
従
十
二
諸
侯
朝
天
子
、
以
西
謀
秦
」（
斉
策
五
１
）
と
、
十
二
諸
侯
を
従
え
天

子
に
朝
し
対
秦
対
策
を
講
じ
る
、
周
王
尊
重
の
姿
勢
も
見
出
さ
せ
る
。
前
三
四
六
年
に
趙
が
天
子
（
顕
王
）
に
朝
見
す
る
が
、
こ
れ
は
前

三
四
九
年
、
趙
が
晋
を
実
質
的
に
滅
ぼ
し
た
こ
と
が
関
係
し
（
趙
世
家
）、
周
室
へ
容
認
を
求
め
る
趙
の
親
周
外
交
と
考
え
ら
れ
る

（
７
）

。
し

か
し
、
前
述
の
と
お
り
前
三
四
四
年
に
至
っ
て
魏
が
逢
沢
の
会
で
天
子
に
朝
す
る
と
（
秦
本
紀
）、
翌
前
三
四
三
年
に
周
は
秦
へ
「
致
伯
」

す
る
こ
と
か
ら
、
魏
の
覇
権
を
退
け
、
秦
を
支
持
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
期
の
22
前
三
三
六
年
、
23
前
三
三
五

年
、
24
前
三
三
四
年
の
魏
・
斉
の
会
盟
は
、
こ
う
し
た
周
の
構
築
す
る
秦
中
心
の
国
際
社
会
に
対
す
る
批
判
の
意
思
表
示
で
あ
っ
た
と
い
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五

え
よ
う
。
３
前
三
八
九
年
の
田
太
公
・
魏
文
侯
・
衛
の
濁
沢
の
会
が
、
魏
の
斡
旋
に
よ
り
田
斉
に
対
し
「
周
天
子
許
之
」（
田
世
家
）
が

主
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
会
盟
で
は
盟
主
が
周
王
の
権
威
の
も
と
、
国
際
社
会
を
牽
引
し
て
い
た
点
が
窺
え
る
。
し
か
も
、
当
該
期
の
魏

の
参
加
・
主
宰
の
会
盟
が
十
五
回
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
国
際
社
会
で
の
魏
の
存
在
は
特
別
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
24
前
三
三
四
年
の
斉
威
王
・
魏
恵
王
の
徐
州
で
の
会
が
、「
諸
侯
相
王
也
」（
田
世
家
）
と
「
相
王
」
の
確
認
で
、
実
質
的
に
魏
・
斉

の
周
王
否
定
だ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
魏
は
当
該
期
、
周
王
を
凌
駕
す
る
存
在
と
自
認
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う

（
８
）

。

会
盟
地
に
関
し
て
は
、
７
前
三
六
一
年
・
９
前
三
五
七
年
の
鄗
が
複
数
回
地
と
し
て
確
認
で
き
、
魏
・
趙
の
恒
常
的
な
外
交
の
場
で
あ
っ

た
可
能
性
が
窺
え
る
。

会
盟
の
構
成
員
で
は
、
４
前
三
六
六
年
、「
魏
恵
王
」「
韓
懿
侯
」
の
宅
陽
の
会
な
ど
、
諸
侯
同
士
と
明
確
に
確
認
で
き
も
の
が
見
出
せ

る
。
そ
の
他
、
15
前
三
五
五
年
の
斉
・
魏
の
郊
で
の
会
は
、「
与
魏
王
会
田
於
郊
」（
田
世
家
）
と
あ
り
、
諸
侯
同
士
の
会
盟
の
可
能
性
が

高
い
。
あ
る
い
は
、
20
前
三
四
四
年
の
魏
・
諸
侯
の
逢
沢
で
の
会
で
、「
朝
為
天
子
、
天
下
皆
従
」（
秦
策
四
10
）
の
よ
う
に
、
会
盟
が
周

王
中
心
の
国
際
関
係
を
前
提
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、諸
侯
自
身
の
会
盟
出
席
が
正
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

会
盟
が
当
該
期
の
国
際
社
会
で
重
視
さ
れ
て
い
た
点
が
窺
え
る
。　

会
盟
の
参
加
国
で
は
、
魏
・
秦
・
斉
・
趙
・
韓
・
燕
が
確
認
で
き
る
が
、
七
雄
の
一
国
で
あ
る
楚
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
で
、
晋
・
魯
・

衛
・
宋
の
当
該
期
前
半
の
会
盟
へ
の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
当
該
期
の
会
盟
は
「
会
」
が
主
流
で
、
軍
事
行
動
を
前
提
に
機
能
す
る
二
国
間
関
係
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
魏
は
前

三
六
一
年
の
趙
と
の
鄗
の
会
、
前
三
五
五
年
の
秦
と
の
杜
平
の
会
、
斉
と
の
会
、
前
三
五
〇
年
の
秦
と
の
彤
の
会
、
前
三
四
八
年
の
趙
肅

侯
と
の
陰
晋
の
遇
と
、
会
盟
を
通
じ
て
そ
の
存
在
感
を
国
際
社
会
に
示
し
て
い
た
。
魏
の
こ
の
覇
者
と
し
て
の
強
国
化
が
前
三
五
六
年
に

魯
・
衛
・
宋
・
韓
に
よ
る
魏
へ
の
朝
を
出
現
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
（
魏
世
家
・
六
国
表
）。
一
方
で
前
三
六
〇
年
、周
で
は
「
致
胙
」（
六
国
表
）

と
親
秦
外
交
を
推
進
し
、
魏
は
前
三
五
〇
年
、
十
二
諸
侯
を
従
え
て
天
子
に
朝
し
対
秦
対
策
を
画
策
（
斉
策
五
１
）、
秦
と
国
際
社
会
で

周
王
の
認
証
を
争
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
前
三
四
八
年
、
韓
の
対
秦
外
交
（
韓
世
家
）、
前
三
四
六
年
、
趙
に
よ
る
周
へ
の
朝
と
（
趙
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世
家
）、
国
際
社
会
で
は
秦
を
覇
者
と
す
る
周
―
秦
体
制
を
容
認
す
る
動
き
も
認
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
前
三
四
四
年
、
魏
が
逢
沢

で
会
盟
を
行
い
周
に
朝
し
た
の
は
、
国
際
社
会
で
周
―
魏
―
諸
侯
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
明
確
に
す
る
意
図
を
も
っ
た
行
動
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
し
か
し
、
前
三
四
三
年
に
周
は
秦
に
「
致
伯
」（
秦
本
紀
・
周
本
紀
・
六
国
表
）
と
、
周
―
秦
―
諸
侯
と
い
う
周
王
朝
主
導

の
方
向
性
を
目
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
前
三
四
二
年
の
諸
侯
に
よ
る
秦
へ
の
「
畢
賀
」（
秦
本
紀
）
は
、
秦
覇
体
制
の
確
立
と

諸
侯
も
周
―
秦
を
中
心
と
し
た
国
際
社
会
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
前
三
四
〇
年
の
斉
・
趙
の
博
望
で
の
会
後
の

魏
攻
撃
は
（
魏
世
家
）、
こ
う
し
た
国
際
社
会
の
動
向
の
表
れ
と
見
做
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
前
三
三
七
年
、
楚
・
韓
・
趙
・
蜀
ら
の
秦
へ

の
来
朝
（
六
国
表
）、
前
三
三
六
年
、
周
か
ら
秦
恵
王
へ
の
「
賀
」（
六
国
表
）、
前
三
三
四
年
の
周
か
ら
秦
へ
の
「
致
文
武
胙
」（
六
国
表
）

と
、
周
―
秦
に
よ
る
国
際
社
会
の
構
築
が
進
展
し
た
。
一
方
で
前
三
三
四
年
、
魏
恵
王
・
斉
威
王
の
徐
州
の
会
で
の
王
号
の
相
互
確
認
は
、

周
王
の
封
建
理
念
自
体
の
否
定
で
、
秦
の
覇
権
と
周
―
秦
に
よ
る
国
際
社
会
の
構
築
を
容
認
し
な
い
立
場
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
当
該
期
は
会
盟
に
よ
る
講
和
に
あ
っ
て
、
周
王
主
導
の
覇
者
を
通
じ
た
国
際
社
会
の
も
と
外
交
関
係
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。二　

戦
国
中
期
の
会
盟

中
期
の
会
盟
を
確
認
す
る
。

１
前
三
二
九
年　

魏
恵
王
・
秦
恵
文
君
―
応
＝
会　
（
秦
本
紀
・
六
国
表
）

２
前
三
二
五
年　

魏
恵
王
・
韓
威
侯
（
韓
宣
王
）
―
巫
沙
＝
会　
（
紀
年
魏
紀
九
五
）

３
前
三
二
四
年　

魏
恵
王
・
韓
威
侯
・
斉
威
王
―
平
阿
＝
会　
（
紀
年
魏
紀
九
八
・
孟
嘗
君
伝
）
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４
前
三
二
三
年　

秦
・
楚
・
斉
・
魏
（
相
）
―
齧
桑
＝
会　

盟　
（
楚
世
家
・
秦
本
紀
・
魏
世
家
・
田
世
家
・
六
国
表
・
張
儀
伝
）

５
前
三
二
二
年　

魏
恵
王
・
斉
威
王
―
鄄
＝
会　
（
紀
年
魏
紀
九
九
）

６
前
三
二
二
年　

韓
・
趙
―
区
鼠
＝
会　
（
趙
世
家
・
韓
世
家
・
六
国
表
）　

７
前
三
一
三
年　

秦
王
・
魏
王
―
臨
晋
＝
会　
（
六
国
表
・
魏
世
家
・
秦
本
紀
）

８
前
三
一
〇
年　

秦
（
武
王
）・
魏
（
恵
王
）
―
臨
晋
＝
会　
（
秦
本
紀
・
魏
世
家
・
六
国
表
）　

９
前
三
〇
九
年　

楚
・
魏
＝
会　
（
紀
年
魏
紀
一
一
九
）

10
前
三
〇
八
年　

秦
武
王
・
魏
（
恵
王
）
―
応
＝
会　
（
魏
世
家
・
六
国
表
）

11
前
三
〇
八
年　

秦
武
王
・
韓
襄
王
―
臨
晋
＝
会　
（
秦
本
紀
・
韓
世
家
・
六
国
表
）

12
前
三
〇
四
年　

秦
昭
襄
王
・
楚
懐
王
―
黄
棘
＝
会　
（
秦
本
紀
、
楚
世
家
、
六
国
表
）

13
前
三
〇
二
年　

魏
王
・
秦
王
―
臨
晋
＝
会　
（
秦
本
紀
・
魏
世
家
・
六
国
表
）　

14
前
三
〇
二
年　

韓
太
子
嬰
・
秦
王
―
臨
晋
＝
会　
（
韓
世
家
・
六
国
表
）

15
前
三
〇
〇
年　

薛
侯
・
魏
王
―
釜
丘
＝
会　
（
紀
年
魏
紀
一
二
九
）

16
前
二
九
九
年　

楚
懐
王
・
秦
昭
王
（
将
軍
）
―
武
関
＝
会　
（
楚
世
家
）　

17
前
二
九
九
年　

斉
王
・
魏
王
―
韓
＝
会　
（
韓
世
家
・
六
国
表
）

18
前
二
八
八
年　

斉
・
趙
―
阿
＝
遇　
（
縦
横
家
書
四
章
）

19
前
二
八
五
年　

秦
・
趙
王
―
中
陽
＝
会　
（
趙
世
家
・
秦
本
紀
・
六
国
表
）

20
前
二
八
五
年　

秦
昭
王
・
楚
頃
襄
王
―
宛
＝
会　
（
秦
本
紀
・
楚
世
家
・
六
国
表
）

21
前
二
八
四
年　

秦
王
・
魏
王
―
宜
陽
＝
会　
（
秦
本
紀
）

22
前
二
八
四
年　

秦
王
・
韓
王
―
新
城
＝
会　
（
秦
本
紀
）

23
前
二
八
四
年　

秦
王
・
魏
―
西
周
＝
会　
（
六
国
表
・
魏
世
家
）

七
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24
前
二
八
四
年　

秦
昭
王
・
韓
―
西
周
＝
会　
（
六
国
表
・
韓
世
家
）

25
前
二
八
三
年　

趙
王
・
燕
王
＝
遇　
（
趙
世
家
）

26
前
二
八
三
年　

秦
昭
王
・
楚
王
―
鄢
＝
会　
（
秦
本
紀
・
楚
世
家
）

27
前
二
八
三
年　

秦
王
・
楚
王
―
穣
＝
会　
（
秦
本
紀
・
楚
世
家
・
六
国
表
）

28
前
二
八
二
年　

秦
王
・
韓
王
―
新
城
＝
会
（
両
周
間
）　
（
秦
本
紀
・
韓
世
家
・
六
国
表
）

29
前
二
八
二
年　

秦
王
・
魏
王
―
新
明
邑
＝
会　
（
秦
世
家
）

30
前
二
七
九
年　

趙
王
・
秦
昭
王
―
西
河
外
＝
会
（
趙
世
家
・
六
国
表
）

会
盟
と
し
て
三
〇
回
見
ら
れ
、
会
が
主
流
で
あ
る
が
、
18
前
二
八
八
年
の
斉
・
趙
の
阿
で
の
「
遇
」（
縦
横
家
書
四
章
）、
25
前
二
八
五

年
の
趙
・
燕
で
も
「
遇
」（
趙
世
家
）
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
30
前
二
七
九
年
の
秦
・
趙
両
王
の
西
河
外
で
の
会
は
、
趙
世
家
に
「（
恵

文
王
二
十
年
）
王
与
秦
昭
王
遇
西
河
外
」
と
あ
る
が
、
六
国
表
で
は
「
与
秦
会
黽
池
、
藺
相
如
従
」
と
、「
遇
」
と
「
会
」
の
同
質
性
が

見
出
せ
る
。
ま
た
、
４
前
三
二
三
年
の
秦
・
楚
・
斉
・
魏
の
齧
桑
で
の
会
盟
は
、
楚
世
家
に
は
「
秦
使
張
儀
与
楚
・
斉
・
魏
相
会
、
盟
齧

桑
」
と
あ
り
、「
会
」「
盟
」
で
あ
っ
た
。
12
前
三
〇
四
年
の
秦
昭
襄
王
・
楚
懐
王
の
黄
棘
で
の
会
盟
も
秦
本
紀
に
「
三
年
、
王
冠
、
与
楚

王
会
黃
棘
」
だ
が
、
楚
世
家
で
は
「
二
十
五
年
、
懐
王
入
与
秦
昭
王
盟
」
と
「
盟
」
で
あ
る
。

会
盟
傾
向
と
し
て
は
、
９
前
三
〇
九
年
の
楚
・
魏
の
会
は
、
紀
年
魏
紀
一
一
九
に
「（
襄
王
）
十
年
、
楚
庶
章
率
師
来
会
我
、
次
于
襄

丘
」
と
あ
り
、
軍
隊
を
率
い
て
の
会
・
次
で
、
会
盟
と
軍
事
行
動
の
連
続
が
認
め
ら
れ
る
。
24
前
二
八
四
年
の
秦
・
韓
の
西
周
で
の
会
も

対
斉
軍
事
行
動
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
（
韓
世
家
）。
一
方
、
18
前
二
八
八
年
の
斉
・
趙
の
阿
で
の
遇
で
は
、
縦
横
家
書
四
章
に
「
斉
・

趙
遇
於
阿
、
王
憂
之
、
臣
与
於
遇
、
約
攻
秦
去
帝
」（
斉
・
趙
、
阿
に
遇
い
、
王
、
之
を
憂
う
、
臣
、
遇
に
与
か
る
、
秦
を
攻
め
帝
を
去

ら
ん
こ
と
を
約
す
）
と
あ
り
、
斉
は
趙
と
阿
で
遇
し
秦
攻
伐
を
約
し
て
、
帝
号
を
廃
し
た
と
伝
え
る
。「
遇
」
が
対
秦
軍
事
行
動
の
「
約
」

の
前
提
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
25
前
二
八
三
年
の
趙
王
・
燕
王
の
遇
に
関
し
て
は
、
趙
が
斉
に
絶
大
な
力
を
保
持
す
る
燕
と
の

八
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九

同
盟
後
、
廉
頗
を
将
と
し
て
斉
の
昔
陽
を
攻
め
占
領
し
て
い
る
（
趙
世
家
）。
趙
に
と
っ
て
燕
と
の
会
盟
は
斉
都
陥
落
後
の
対
斉
軍
事
行

動
の
承
認
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
26
・
27
の
前
二
八
三
年
、
秦
・
楚
の
会
盟
で
は
、
秦
は
会
後
、
魏
に
侵
攻
し
安
城
を

抜
き
、
都
の
大
梁
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
（
秦
本
紀
）。
や
は
り
会
盟
が
軍
事
行
使
の
承
認
と
い
う
性
格
を
帯
び
て
い
た
点
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
前
二
八
二
年
の
28
・
29
の
秦
と
韓
・
魏
の
会
盟
は
、
趙
が
前
年
に
秦
の
提
案
す
る
対
斉
攻
伐
に
不
参
加
だ
っ
た
こ
と
を
口
実
に
、

秦
が
趙
の
二
城
を
攻
撃
し
た
こ
と
（
趙
世
家
・
秦
本
紀
・
六
国
表
・
編
年
記
「（
秦
昭
王
）
二
十
五
年
、
攻
茲
氏
」）
に
関
係
す
る
よ
う
で

あ
る
。
秦
の
行
動
に
は
韓
・
魏
の
秦
同
盟
入
り
が
前
提
で
、
三
国
は
そ
れ
ぞ
れ
会
盟
を
行
っ
た
の
が
、
対
趙
軍
事
行
使
の
承
認
を
前
提
と

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
秦
本
紀
・
韓
世
家
・
六
国
表
）。
こ
う
し
て
会
盟
は
、
前
期
の
会
盟
が
軍
事
行
動
に
連
続
す
る
の
と
は
異

な
る
側
面
を
示
し
て
い
る
。

会
盟
自
体
は
二
国
間
同
盟
が
主
流
で
あ
っ
た
。
前
二
八
四
年
、
秦
が
韓
・
魏
・
趙
・
燕
と
斉
を
攻
伐
す
る
が
、
こ
の
前
提
と
し
て
の
同

年
21
の
秦
・
魏
の
宜
陽
で
の
会
、
22
の
秦
・
韓
の
新
城
で
の
会
は
、
秦
本
紀
に
「
王
与
魏
王
会
宜
陽
、
与
韓
王
会
新
城
」
と
、
秦
王
が
魏

王
・
韓
王
と
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
お
り
、
二
国
間
会
盟
の
尊
重
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
23
前
二
八
四
年
の
秦
・
魏
の

西
周
で
の
会
、
同
24
秦
・
韓
の
西
周
で
の
会
も
、
同
地
に
お
け
る
秦
の
二
国
間
外
交
重
視
の
姿
勢
を
表
す
と
い
え
よ
う
。
多
国
間
会
盟
と

し
て
は
、
四
国
の
４
前
三
二
三
年
の
秦
・
楚
・
斉
・
魏
の
齧
桑
で
の
盟
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
会
盟
自
体
は
魏
世
家
に
「
十
二
年
、
楚

敗
我
襄
陵
、
諸
侯
執
政
与
秦
相
張
儀
会
齧
桑
」
と
見
え
、
秦
相
の
張
儀
が
諸
侯
国
の
相
・
執
政
ら
と
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
該

期
に
一
時
的
な
国
際
和
平
を
出
現
さ
せ
る
、
四
大
国
の
称
王
の
実
質
的
な
相
互
確
認
で
あ
っ
た
が
（
楚
世
家
・
燕
世
家
・
六
国
表
）、
他

の
諸
侯
国
に
も
広
が
り
、「
是
時
六
国
皆
称
王
」（
魯
世
家
）
と
い
う
状
況
を
生
ん
だ
。
周
王
中
心
の
世
界
か
ら
、
秦
に
よ
る
新
た
な
国
際

秩
序
を
模
索
す
る
動
向
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
前
期
の
よ
う
な
諸
侯
を
招
集
し
、
覇
者
と
し
て
周
王
の
認
証
を
求
め
る
会
盟
は
見

ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
23
前
二
八
四
年
の
秦
・
魏
の
西
周
で
の
会
、
同
24
秦
・
韓
の
西
周
で
の
会
な
ど
は
、
地
主
と
し
て
周
が
関
わ
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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会
盟
に
関
わ
る
状
況
と
し
て
は
、
当
該
期
、
秦
の
参
加
・
主
宰
の
会
盟
が
二
一
回
確
認
さ
れ
、
秦
が
国
際
的
に
有
力
で
あ
っ
た
点
を
伝

え
て
い
る
。
１
前
三
二
九
年
の
魏
恵
王
と
秦
恵
文
君
の
応
で
の
会
で
は
、
魏
が
秦
に
上
洛
の
割
譲
を
条
件
に
楚
と
の
関
係
を
断
絶
さ
せ
た

が
（
秦
策
四
５
）、
秦
が
魏
に
侵
攻
す
る
こ
と
か
ら
（
秦
本
紀
・
六
国
表
）、
効
果
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
前
三
二
六
年

に
は
趙
粛
侯
の
死
去
に
と
も
な
い
、
秦
・
楚
・
燕
・
斉
・
魏
が
会
葬
し
、
秦
同
盟
再
構
築
の
様
相
を
呈
し
た
が
、
翌
前
三
二
五
年
、
斉
・

魏
の
趙
攻
伐
（
魏
策
二
１
、
紀
年
魏
紀
九
七
）
に
よ
る
反
秦
動
向
に
あ
っ
て
、
秦
・
韓
・
魏
は
王
号
を
称
し
た
（
秦
本
紀
・
六
国
表
）。

こ
う
し
て
秦
が
自
ら
周
王
朝
中
心
の
理
念
を
否
定
し
、
覇
者
と
し
て
の
立
場
を
実
質
的
に
放
棄
し
た
わ
け
で
あ
る
。
23
前
三
二
三
年
の

秦
・
楚
・
斉
・
魏
の
相
ら
の
齧
桑
の
会
盟
も
、
新
時
代
の
到
来
に
と
も
な
う
秦
体
制
下
に
出
現
し
た
相
参
加
の
多
国
間
外
交
と
考
え
ら
れ

る
。
加
え
て
秦
王
自
ら
の
周
王
朝
理
念
の
否
定
が
、
秦
・
韓
・
魏
・
楚
・
斉
の
称
王
承
認
に
繋
が
り
、
当
該
期
の
新
た
な
国
際
社
会
の
枠

組
み
を
形
成
し
た
模
様
で
あ
る
。
一
方
で
、
前
三
二
五
年
、
韓
宣
王
の
魏
へ
の
朝
（
紀
年
魏
紀
九
五
）、
２
の
魏
恵
王
・
韓
威
侯
（
韓
宣
王
）

の
巫
沙
で
の
会
（
紀
年
魏
紀
九
五
）
は
、
反
秦
体
制
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
９
）

。
５
前
三
二
二
年
、
斉
も
魏
と
鄄
で
会
を
行
い
魏
と

の
関
係
を
修
復
し
、
新
た
な
外
交
を
展
開
す
る
。
同
年
６
魏
と
行
動
を
と
も
に
し
た
韓
も
趙
と
区
鼠
で
会
し
、
秦
か
ら
距
離
を
置
い
た
外

交
を
模
索
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
前
三
二
一
年
、
趙
と
韓
が
通
婚
（
趙
世
家
・
六
国
表
）、
韓
と
魏
が
領
土
の
一
部
を
交
換
す
る
な
ど

（
韓
策
二
３
・
西
周
策
12
）、
斉
の
目
指
す
反
秦
傾
向
は
加
速
し
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
魏
に
周
王
朝
を
尊
重
す
る
視
点
が
見
ら
れ
（
西
周

策
12
）、
依
然
と
し
て
国
際
社
会
に
は
周
王
の
権
威
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
前
三
一
八
年
、
東
周
か
ら
楚
へ
の
「
東
周
之
客

　

胙
于
栽
郢
」（
包
山
楚
簡
）
は
、
周
が
秦
で
は
な
く
楚
の
覇
を
認
め
、
自
ら
の
権
威
の
回
復
を
目
指
し
た
可
能
性
が
窺
え
る
。
こ
う
し

た
な
か
、
前
三
一
五
年
に
周
慎
靚
王
が
死
亡
、
赧
王
が
即
位
す
る
と
、
周
は
東
西
分
治
の
状
況
に
至
る
（
周
本
紀
）。
当
該
期
、
諸
国
に

対
す
る
周
王
朝
か
ら
の
「
賀
」「
致
」
な
ど
の
対
応
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
周
王
朝
を
め
ぐ
る
情
勢
が
関
係
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
前
期
と
異
な
る
特
徴
と
し
て
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
７
前
三
一
三
年
、
８
前
三
一
〇
年
に
至
り
、
秦
と
魏
の
接
近
が
認
め

ら
れ
る
が
、
こ
の
間
、
前
三
一
一
年
、
楚
世
家
に
「
十
八
年
、
秦
使
使
約
復
与
楚
親
、
…
…
、
儀
因
説
楚
王
以
叛
従
約
而
与
秦
合
親
、
約

婚
姻
」
と
あ
り
、
秦
は
楚
と
の
関
係
改
善
を
求
め
、
張
儀
が
楚
王
に
説
い
て
合
従
か
ら
離
脱
さ
せ
、
婚
姻
を
取
り
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
〇
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前
三
〇
九
年
に
秦
で
は
浙
里
疾
・
甘
茂
を
左
右
の
丞
相
と
す
る
新
体
制
が
誕
生
し
た
（
秦
本
紀
・
六
国
表
）。
９
楚
が
魏
と
会
し
た
の
は
、

こ
う
し
た
情
勢
に
対
す
る
警
戒
と
見
做
さ
れ
る
。
10
前
三
〇
八
年
に
秦
武
王
は
魏
恵
王
、
11
韓
襄
王
と
会
す
る
が
、
秦
の
臣
の
話
に
秦
が

西
周
を
攻
め
る
と
天
下
の
諸
侯
が
憎
む
と
い
う
言
説
あ
り
（
秦
本
紀
）、
秦
の
周
攻
伐
の
意
思
が
窺
え
る
。
一
方
で
前
三
〇
七
年
に
秦
が

韓
を
攻
撃
す
る
と
（
秦
本
紀
・
六
国
表
・
韓
世
家
）、
楚
は
こ
の
事
態
に
韓
を
救
う
動
き
を
示
し
、
周
が
秦
と
繋
が
っ
て
い
る
と
の
認
識

か
ら
周
攻
伐
を
目
指
し
た
（
周
本
紀
）。
周
・
秦
を
め
ぐ
る
情
勢
は
流
動
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
三
〇
〇
年
に
は
秦
・
楚
の
軍

事
衝
突
で
（
秦
本
紀
・
編
年
記
「
新
城
陥
」）、
楚
は
斉
へ
太
子
横
を
質
と
し
て
講
和
を
求
め
（
楚
世
家
・
楚
策
二
２
・
四
７
）、
15
斉
で
は

薛
侯
が
魏
王
と
会
し
、
楚
が
楚
太
子
を
介
し
て
講
和
を
孟
嘗
君
に
求
め
る
な
ど
（
趙
策
四
16
）、
斉
を
中
心
に
対
秦
対
策
が
講
じ
ら
れ
た）

11
（

。

前
二
九
九
年
に
至
り
秦
で
は
韓
公
子
長
（
辰
）
と
魏
公
子
勁
を
諸
侯
と
し
（
秦
本
紀
）、
韓
・
魏
両
国
を
取
り
込
み
、
対
斉
・
対
楚
関
係

に
配
慮
し
た
が
、
こ
れ
は
諸
侯
認
定
と
い
う
周
王
の
行
為
の
実
行
に
他
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
秦
の
周
王
朝
尊
重
の
外
交
方
針
は

転
換
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、17
前
二
九
九
年
に
斉
・
魏
・
韓
三
国
は
同
盟
関
係
を
再
確
認
し
て
い
る
（
韓
世
家
・

六
国
表
）。
翌
前
二
九
八
年
に
は
趙
は
秦
と
「
結
」、
楚
と
「
連
」
す
る
が
、
こ
れ
は
仇
郝
を
宋
の
相
に
、
楼
緩
を
秦
の
相
と
す
る
人
事
に

関
わ
る
会
合
で
あ
っ
た
（
趙
策
四
16
）。
前
二
九
六
年
に
至
り
斉
は
魏
・
韓
と
秦
に
攻
撃
を
加
え
（
六
国
表
）、他
方
で
秦
で
は
前
二
九
五
年
、

翌
前
二
九
四
年
と
魏
を
攻
伐
（
魏
世
家
・
六
国
表
）、
前
二
九
三
年
に
は
韓
・
魏
が
東
周
を
引
き
入
れ
秦
を
攻
撃
し
た
が
、
秦
軍
の
前
に

敗
退
す
る
（
魏
世
家
・
韓
世
家
・
六
国
表
・
秦
本
紀
・
楚
世
家
）。
秦
の
対
魏
攻
撃
は
翌
前
二
九
二
年
に
も
な
さ
れ
（
秦
本
紀
・
編
年
記

「（
秦
昭
王
）
十
五
年
、
攻
魏
」）、
前
二
九
一
年
に
は
秦
は
韓
の
宛
を
攻
略
（
韓
世
家
・
六
国
表
・
編
年
記
「（
秦
昭
王
）
十
六
年
、
攻
宛
」）、

さ
ら
に
魏
に
攻
撃
を
加
え
た
（
秦
本
紀
）。
秦
は
前
二
九
五
年
に
も
、
魏
を
攻
撃
（
魏
世
家
・
六
国
表
）、
翌
前
二
九
四
年
に
魏
（
魏
世

家
）、
そ
し
て
韓
を
攻
略
す
る
（
秦
本
紀
）。
こ
の
事
態
に
対
し
、
前
二
九
三
年
に
は
韓
・
魏
は
東
周
を
引
き
入
れ
秦
を
攻
撃
し
た
が
、
秦

軍
に
破
ら
れ
る
（
魏
世
家
・
韓
世
家
・
六
国
表
・
秦
本
紀
・
楚
世
家
）。
周
は
明
確
に
反
秦
の
姿
勢
を
示
し
韓
・
魏
に
接
近
し
、
秦
の
軍

事
力
の
前
に
退
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
前
二
九
一
年
に
は
秦
が
韓
を
攻
略
す
る
と
（
韓
世
家
・
六
国
表
・
編
年
記
「（
秦
昭
王
）
十
六
年
、

攻
宛
」）、
翌
前
二
九
〇
年
、
韓
の
城
陽
君
、
東
周
君
が
秦
に
朝
し
（
秦
本
紀
）、
秦
・
韓
・
東
周
で
対
魏
戦
略
の
一
体
化
が
な
さ
れ
た
よ

一
一
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う
で
あ
る
。
前
二
八
九
年
に
至
り
秦
は
ま
た
魏
に
軍
事
行
動
を
加
え
（
秦
本
記
）、
前
二
八
八
年
に
は
秦
が
自
ら
西
帝
、
斉
が
東
帝
と
な
っ

た
が
（
秦
本
紀
・
楚
世
家
・
田
世
家
・
魏
世
家
・
六
国
表
）、
18
斉
は
趙
と
阿
で
遇
し
て
、
と
も
に
秦
攻
伐
を
約
し
、
帝
号
を
廃
し
た）

11
（

。

こ
う
し
て
、
当
該
期
で
は
斉
な
ど
を
中
心
に
対
秦
関
連
の
会
盟
も
認
め
ら
れ
る
が
、
秦
の
強
大
化
は
反
秦
の
動
き
を
一
方
で
加
速
さ
せ
て

い
た
と
見
做
さ
れ
る
。
前
二
八
七
年
の
趙
・
楚
・
韓
・
魏
・
斉
の
「
約
」
は
、
対
秦
軍
事
行
動
を
前
提
と
す
る
（
趙
策
四
２
）、
同
盟
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
前
二
八
六
年
に
は
燕
が
斉
と
の
関
係
を
断
ち
秦
と
結
び
、
秦
西
帝
、
燕
北
帝
、
趙
中
帝
と
な
っ
て
天
下
に
号
令
す

べ
き
と
の
意
見
も
見
ら
れ
る
が
（
縦
横
家
書
二
〇
章
・
燕
策
二
13
・
蘇
秦
伝
）、
こ
こ
で
も
秦
を
中
心
に
周
王
朝
体
制
は
否
定
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
秦
は
19
前
二
八
五
年
に
趙
と
中
陽
で
、
20
楚
と
宛
で
、
21
前
二
八
四
年
に
は
魏
と
宜
陽
で
、
22
韓
と
新
城
で
、
そ
れ
ぞ

れ
会
盟
を
独
自
に
行
っ
た
。
ま
た
、
前
二
八
四
年
の
斉
都
陥
落
（
六
国
表
）
に
際
し
、
秦
は
23
魏
・
24
韓
と
そ
れ
ぞ
れ
西
周
に
会
し
て
い

る
が
、
西
周
が
会
盟
地
で
あ
る
の
は
秦
が
周
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
周
は
王
朝
と
し
て
の
立
場
を
依
然
と

し
て
堅
持
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
楚
世
家
頃
襄
王
十
八
年
（
前
二
八
一
年
）
条
に
、
楚
が
斉
・
韓
と
連
合
し
て
秦
を
攻
撃
し
よ
う
と
す

る
が
、
同
時
に
周
へ
の
思
惑
を
保
持
し
て
お
り
、
周
王
赧
は
西
周
の
武
公
を
楚
に
使
者
と
し
て
遣
わ
し
、
楚
の
計
画
を
断
念
さ
せ
た
話
を

伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
は「
天
下
の
状
況
」に
あ
っ
て
、「
共
同
の
元
首
・
主
君
の
存
在
」と
し
て
の
周
王
朝
の
位
置
づ
け
に
よ
っ
て
、「
大
国
・

小
国
関
係
が
う
ま
く
い
く
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
軍
事
的
に
周
は
晋
の
二
〇
倍
」
で
あ
る
と
「
周
の
軍
事
力
」
を
誇
示
し
、

そ
の
領
土
を
「
両
周
の
地
は
百
里
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
な
が
ら
、
周
は
「
天
下
の
共
同
の
元
首
で
あ
り
」、「
君
主
・
大
臣
も
周
の
名
義
を

借
り
な
い
も
の
は
い
な
い
」
と
す
る
。
加
え
て
、
保
有
の
「
祭
器
の
重
要
性
」
に
基
づ
く
周
王
の
尊
厳
も
と
、
そ
の
「
天
下
の
元
首
を
殺

害
す
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
」
と
強
調
し
、「
周
王
の
存
在
の
重
さ
、
大
き
さ
」
を
周
王
赧
は
力
説
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
周
王
朝
尊

重
の
理
念
に
基
づ
く
、
あ
く
ま
で
周
の
立
場
か
ら
の
主
張
で
あ
り
、
趨
勢
と
し
て
周
が
秦
の
保
護
下
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
当
該
期
で
は
周
の
帰
属
を
め
ぐ
り
秦
・
楚
の
流
動
的
外
交
が
展
開
さ
れ
た
よ
う
に
、
周
王
朝
の
存
在
が
国
際
関
係
を
左
右
し
て
い

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

会
盟
地
の
複
数
回
利
用
と
し
て
、
臨
晋
は
７
前
三
一
三
年
の
秦
・
魏
、
８
前
三
一
〇
年
の
秦
・
魏
、
11
前
三
〇
八
年
の
秦
・
韓
、
13
前

一
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一
三

三
〇
二
年
の
秦
・
魏
、
14
前
三
〇
二
年
の
秦
・
韓
の
会
盟
地
だ
が
、
秦
に
と
っ
て
魏
・
韓
外
交
で
重
要
な
地
で
あ
っ
た
と
も
の
と
見
做
さ

れ
る
。
ま
た
、
西
周
は
秦
の
魏
・
韓
（
23
・
24
）、
新
城
は
秦
・
韓
（
22
・
28
）、
応
は
秦
・
魏
（
１
・
10
）
の
会
盟
地
で
あ
り
、
秦
の
二

国
間
外
交
に
お
け
る
恒
常
的
地
点
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
秦
の
会
盟
地
重
視
の
側
面
を
示
し
て
い
よ
う
。

会
盟
の
構
成
員
で
は
１
前
三
二
九
年
の
魏
恵
王
・
秦
恵
文
君
の
応
で
の
会
な
ど
、
諸
侯
同
士
の
も
の
が
圧
倒
的
で
、
会
盟
が
諸
侯
に
と
っ

て
重
視
さ
れ
て
い
た
点
が
窺
え
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
な
か
で
、
諸
侯
に
限
定
さ
れ
な
い
４
前
三
二
三
年
の
齧
桑
で
の
会
盟
は
、
秦
主
導

の
相
ら
参
加
の
多
国
間
外
交
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。ま
た
、９
前
三
〇
九
年
の
楚
と
魏
の
会
は
軍
隊
を
率
い
た
楚
大
夫
の
会
盟
参
加
で
あ
っ

た
（
紀
年
魏
紀
一
一
九
）。
同
年
、
秦
で
は
浙
里
疾
・
甘
茂
を
左
右
の
丞
相
と
す
る
新
体
制
が
誕
生
し
た
が
（
秦
本
紀
・
六
国
表
）、
当
該

期
で
の
相
の
重
要
な
立
場
が
会
盟
参
加
を
も
た
ら
し
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
15
前
三
〇
〇
年
の
薛
侯
す
な
わ
ち
孟
嘗
君
と
魏
王
の
釜

丘
で
の
会
は
、
封
君
と
諸
侯
に
よ
る
も
の
で
、
前
期
に
は
見
ら
れ
な
い
動
向
で
あ
る
。

会
盟
の
参
加
国
と
し
て
は
、
前
期
に
見
え
な
か
っ
た
楚
が
確
認
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
戦
国
の
七
雄
に
限
定
さ
れ
る
。
当
該
期
が
戦
国
の
七

雄
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
す
る
現
象
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
戦
国
中
期
の
会
盟
は
軍
事
行
使
の
承
認
・
容
認
と
し
て
機
能
し
、
前
期
の
軍
事
行
動
へ
の
直
結
と
は
異
な
る
面
を
示
し
た
。
そ

れ
は
、
前
三
二
三
年
、
齧
桑
の
盟
で
秦
が
自
ら
周
王
朝
中
心
の
理
念
を
放
棄
し
て
新
た
な
国
際
関
係
を
目
指
す
一
方
、
魏
の
周
王
朝
を
尊

重
の
動
き
な
ど
、
依
然
と
し
て
周
王
朝
の
権
威
を
前
提
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
周
は
楚
を
覇
者
と
し
て
認
め
、
権
威
の

回
復
を
試
み
る
が
、
前
三
一
五
年
に
周
慎
靚
王
が
死
去
し
、
赧
王
が
即
位
す
る
と
周
は
東
西
分
治
と
な
る
。
さ
ら
に
、
前
三
〇
八
年
に
秦

の
周
攻
伐
の
意
思
が
見
出
せ
、
前
三
〇
七
年
に
は
楚
は
周
が
秦
と
繋
が
っ
て
い
る
と
の
認
識
か
ら
周
攻
伐
を
画
策
す
る
な
ど
、
秦
・
楚
と

も
周
王
朝
尊
重
の
外
交
に
転
換
が
認
め
ら
れ
た
。
他
方
で
前
三
〇
六
年
、
斉
は
楚
を
含
め
た
韓
・
魏
・
燕
・
趙
の
合
従
に
よ
っ
て
、
周
王

朝
を
尊
重
す
る
体
制
の
構
築
を
試
み
、
前
二
九
三
年
、
周
も
本
格
的
に
反
秦
の
姿
勢
を
示
し
、
韓
・
魏
に
接
近
し
攻
撃
に
出
た
が
、
秦
の

軍
事
力
の
前
に
敗
退
し
た
。
そ
し
て
、
前
二
九
〇
年
、
東
周
君
（
周
室
）
の
秦
へ
の
朝
に
よ
り
、
周
王
朝
体
制
は
本
質
的
に
崩
壊
し
、
東

周
が
秦
へ
服
従
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
二
八
八
年
の
秦
「
西
帝
」・
斉
「
東
帝
」
の
動
き
は
、
ま
さ
に
周
王
体
制
を
否
定
し
新
た
な
世
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界
の
構
築
を
志
向
す
る
、
当
該
期
の
国
際
環
境
を
象
徴
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
当
該
期
、
各
国
称
王
と
周
王
朝
理
念
の
喪

失
の
な
か
、会
盟
を
中
心
と
し
た
外
交
関
係
は
、流
動
的
で
秦
な
ど
の
強
国
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
側
面
を
持
っ
て
い
た
が
、覇
者
に
と
っ

て
周
王
朝
の
存
在
、
そ
の
権
威
が
依
然
と
し
て
前
提
条
件
で
あ
っ
た
。
周
王
朝
を
如
何
に
処
遇
し
、
国
際
社
会
の
理
解
を
得
ら
れ
る
か
が
、

会
盟
が
も
た
ら
す
講
和
に
向
け
た
要
件
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

三　

戦
国
後
期
の
会
盟

後
期
の
会
盟
は
二
回
確
認
で
き
る
。

１
前
二
七
八
年　

秦
王
・
楚
王
―
襄
陵
＝
会　
（
秦
本
紀
）

２
前
二
四
二
年　

趙
・
魏
―
魯
柯
＝
会
・
盟　
（
六
国
表
）

１
前
二
七
八
年
の
秦
昭
襄
王
と
楚
頃
襄
王
の
襄
陵
で
の
会
は
、
秦
本
紀
に
「
二
十
九
年
、
大
良
造
白
起
攻
楚
、
取
郢
為
南
郡
、
楚
王
走
、

周
君
来
、
王
与
楚
王
会
襄
陵
、
白
起
為
武
安
君
」
と
、
前
提
に
楚
王
の
亡
命
と
「
周
君
来
」
が
あ
り
、
西
周
君
が
楚
王
を
支
持
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、翌
前
二
七
七
年
、秦
の
楚
攻
撃
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら(

楚
世
家
・
六
国
表
・
秦
本
紀)

、会
盟
は
不
調
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
秦
と
し
て
は
楚
の
背
後
に
あ
る
斉
を
意
識
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（
斉
策
六
10
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
周
は
斉
の

臨
淄
陥
落
、
秦
と
趙
の
対
立
、
燕
・
楚
と
秦
の
対
立
の
な
か
、
楚
側
に
与
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
２
前
二
四
二
年
の
趙
・
魏
の
魯
柯
で

の
会
・
盟
は
、
秦
・
趙
関
係
が
好
転
す
る
な
か
、
対
秦
対
策
を
課
題
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
前
二
四
一
年
に
楚
考
烈
王
が
合
従
の

盟
主
と
な
り
、
趙
・
魏
・
楚
・
燕
・
韓
の
連
合
軍
が
秦
を
攻
撃
す
る
が
（
秦
始
皇
本
紀
・
趙
世
家
・
春
申
君
伝
）、
こ
の
度
の
会
盟
は
秦
・

一
四
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趙
関
係
の
破
綻
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
該
期
の
二
事
例
は
秦
の
存
在
を
前
提
と
し
た
会
盟
で
あ
っ
た
。

会
盟
に
関
わ
る
状
況
と
し
て
は
、
魏
・
秦
で
は
前
二
七
五
年
の
「
入
三
県
請
和
」（
秦
本
紀
）、
前
二
七
三
年
の
「
魏
入
南
陽
以
和
」

（
秦
本
紀
）
と
土
地
の
譲
渡
が
、
前
二
七
二
年
に
は
楚
と
秦
の
「
入
太
子
為
質
於
秦
」（
楚
世
家
）
と
質
が
、
講
和
を
出
現
さ
せ
た
。
前

二
六
六
年
に
は
秦
の
魏
攻
撃
に
伴
い
（
秦
本
紀
）、
秦
・
魏
が
講
和
し
（
秦
策
三
９
）、
前
二
六
五
年
に
秦
が
韓
を
攻
伐
（
編
年
記
「（
秦

昭
王
）
四
十
二
年
、
攻
少
曲
」）、
秦
は
韓
を
同
盟
に
組
み
入
れ
た
模
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
秦
は
趙
の
三
城
を
抜
き
（
趙
世
家
・
六
国
表
）、

前
二
六
三
年
に
も
韓
を
攻
撃
（
編
年
記
「（
秦
昭
王
）
四
十
四
年
、
攻
大
行
、
□
攻
」・
六
国
表
・
韓
世
家
・
秦
本
紀
・
白
起
伝
）、
魏
で

は
こ
う
し
た
な
か
楚
・
趙
と
の
講
和
を
選
択
し
た
が
（
魏
世
家
・
魏
策
三
８
・
縦
横
家
書
一
六
章
）、
一
方
で
翌
前
二
六
二
年
に
楚
は
夏

州
を
秦
に
納
め
和
親
を
成
立
さ
せ
た
（
楚
世
家
）。
同
年
に
も
秦
は
韓
を
攻
撃
し
（
編
年
記
「（
秦
昭
王
）
四
十
五
年
、
攻
大
野
王
」・
白

起
伝
）（
秦
本
紀
）、
前
二
六
一
年
に
は
趙
の
廉
頗
が
長
平
で
秦
軍
に
対
峙
（
六
国
表
）、
翌
前
二
六
〇
年
、
秦
が
韓
の
上
党
に
攻
撃
を
加

え
た
（
秦
本
紀
）。
長
平
の
戦
い
に
よ
っ
て
従
来
の
同
盟
関
係
は
崩
壊
し
、
斉
を
は
じ
め
燕
・
魏
が
秦
・
趙
の
ど
ち
ら
と
与
す
る
か
が
注

目
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
前
二
五
九
年
、
趙
が
秦
へ
入
朝
し
た
が
（
趙
策
三
12
）、
交
渉
は
不
調
に
お
わ
り
、
前
二
五
八
年
に
も
秦
の

邯
鄲
攻
撃
が
見
ら
れ
る
（
秦
本
紀）

12
（

）。
前
二
五
七
年
に
至
り
秦
の
邯
鄲
攻
囲
に
あ
っ
て
、
趙
で
は
平
原
君
を
楚
に
派
遣
し
て
援
軍
を
求
め

合
従
を
成
立
さ
せ
（
平
原
君
伝
）、魏
の
公
子
無
忌
も
こ
れ
に
参
加
、楚
・
魏
が
連
合
し
て
趙
を
救
援
す
る
と
邯
鄲
の
攻
囲
は
解
か
れ
た
（
趙

世
家
・
六
国
表
）。
合
従
し
た
趙
・
魏
・
楚
の
軍
の
夾
撃
下
に
秦
軍
は
大
敗
し
た
が
（
范
雎
伝
）、魏
軍
に
対
し
て
反
撃
を
加
え
た
（
秦
本
紀
）。

前
二
五
六
年
に
は
魏
・
楚
に
加
え
韓
が
合
従
に
参
加
し
、
三
国
が
趙
の
新
中
を
救
う
と
秦
軍
は
一
旦
引
き
上
げ
る
が
（
六
国
表
）、
一
転

し
て
韓
・
趙
を
攻
め
た
（
秦
本
紀
）。
こ
う
し
て
秦
に
対
抗
し
韓
・
魏
・
楚
・
趙
が
同
盟
す
る
な
か
、
西
周
君
が
諸
侯
と
「
約
従
」
し
て

秦
を
攻
撃
、「
於
是
秦
使
将
軍
摎
攻
西
周
、
西
周
君
走
来
自
帰
、
頓
首
受
罪
、
尽
献
其
邑
三
十
六
城
、
口
三
万
、
秦
王
受
献
、
帰
其
君
於
周
」

（
秦
本
紀
）
と
、
周
は
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
が
、
秦
が
そ
の
存
続
を
認
め
た
（
秦
本
紀
）。
秦
に
は
周
王
朝
を
尊
重
し
維
持
す
る
意
思
が

あ
っ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
西
周
の
実
質
的
傾
国
は
、
い
わ
ば
覇
者
を
超
越
し
て
王
朝
存
立
の
施
策
を
講
じ
た
、

秦
主
導
の
世
界
構
築
に
向
け
た
明
確
な
意
思
表
示
で
あ
り
、
当
該
期
の
分
岐
点
と
い
え
る
事
態
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
秦
本
紀
に
「
五
十
三

一
五
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年
、
天
下
来
賓
、
魏
後
、
秦
使
摎
伐
魏
、
取
吳
城
、
韓
王
入
朝
、
魏
委
国
聴
令
」
と
あ
る
、
前
二
五
四
年
の
天
下
の
秦
へ
の
来
賓
、
韓
の

入
朝
、
魏
の
服
属
を
出
現
さ
せ
、
前
年
の
「
五
十
二
年
、
周
民
東
亡
、
其
器
九
鼎
入
秦
、
周
初
亡
」（
秦
本
紀
）
と
い
う
周
の
変
質
を
受
け
、

前
二
五
三
年
に
は
「
五
十
四
年
、
王
郊
見
上
帝
於
雍
」（
秦
本
紀
）
と
、
上
帝
へ
の
祭
祀
を
通
じ
た
天
子
と
し
て
の
秦
の
意
思
表
示
、
す

な
わ
ち
周
王
朝
の
否
定
へ
と
展
開
し
た
。
ま
た
、
前
二
五
一
年
に
は
昭
襄
王
の
死
去
に
と
も
な
い
諸
侯
に
よ
る
対
秦
弔
問
が
な
さ
れ
（
秦

本
紀
）、
秦
の
周
王
朝
を
継
承
す
る
立
場
、
そ
れ
を
承
認
す
る
国
際
社
会
が
成
立
し
た
と
見
做
さ
れ
よ
う）

13
（

。
一
方
で
対
秦
対
策
を
課
題
し

た
２
前
二
四
二
年
の
趙
・
魏
の
魯
柯
で
の
会
盟
、
翌
前
二
四
一
年
の
楚
・
趙
・
魏
・
燕
・
韓
の
「
合
従
」
と
、
楚
を
従
長
と
し
た
対
秦
戦

争
（
春
申
君
伝
）、
前
二
三
三
年
に
も
秦
・
趙
の
対
立
が
見
ら
れ
（
始
皇
本
紀
）、
依
然
と
し
て
反
秦
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

前
二
三
七
年
の
斉
・
趙
の
秦
へ
の
「
入
朝
」「
置
酒
」（
秦
始
皇
本
紀
・
田
世
家
・
六
国
表
）、
燕
の
「
賀
」（
燕
策
三
４
）
は
、
秦
の
周
王

朝
継
承
を
承
認
す
る
諸
侯
の
動
向
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う）

11
（

。

以
上
、
後
期
で
は
会
盟
は
二
回
と
激
減
し
、
と
も
に
秦
の
存
在
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
前
二
七
八
年
、
秦
・
楚
の
対
立
の
な

か
親
楚
の
立
場
で
周
で
は
秦
・
楚
会
盟
に
関
与
し
た
が
、
両
国
の
対
立
、
楚
の
背
後
に
あ
る
斉
の
存
在
か
ら
、
会
盟
は
機
能
し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
周
は
斉
の
臨
淄
陥
落
、
燕
・
楚
と
秦
の
対
立
の
な
か
楚
側
に
与
し
た
が
、
い
ず
れ
も
秦
を
意
識
し
た
政
策
と
見
做
さ
れ
る
。
他
方
、

国
際
社
会
で
も
秦
を
念
頭
に
多
様
な
講
和
的
環
境
が
成
立
し
て
い
た
。
前
二
七
五
年
に
は
秦
・
魏
、
前
二
七
二
年
に
楚
・
秦
が
講
和
し
た
。

さ
ら
に
、
前
二
六
六
年
に
は
魏
と
秦
が
講
和
す
る
が
、
前
二
六
三
年
、
魏
・
楚
・
趙
の
講
和
を
へ
て
、
前
二
六
〇
年
に
秦
と
趙
の
長
平
の

戦
い
と
な
り
、
秦
の
勝
利
の
な
か
前
二
五
九
年
、
趙
・
秦
の
講
和
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
前
二
五
七
年
、
趙
と
楚
が
合
従
し
反
秦
の
動

き
を
見
せ
、
前
二
五
六
年
に
は
西
周
君
が
諸
侯
と
「
約
従
」
し
て
秦
を
攻
撃
し
た
。
西
周
は
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は

秦
に
周
王
朝
を
尊
重
、
維
持
す
る
意
思
が
存
在
し
て
い
た
。
た
だ
西
周
の
傾
国
に
は
、
覇
者
を
超
越
し
た
秦
の
世
界
構
築
に
向
け
た
意
思

表
示
が
見
出
せ
、
当
該
期
に
お
け
る
重
要
な
分
岐
点
と
い
え
る
。
前
二
五
三
年
の
秦
に
よ
る
上
帝
へ
の
祭
祀
は
、
天
子
と
し
て
の
秦
王
す

な
わ
ち
周
王
朝
を
否
定
し
た
行
為
に
他
な
ら
な
い
。
前
二
三
七
年
の
斉
・
趙
・
燕
の
秦
へ
の
「
朝
」
な
ど
、
秦
中
心
の
国
際
社
会
が
構
築

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
て
当
該
期
は
、
強
国
化
し
た
秦
を
め
ぐ
り
、
会
盟
で
は
な
く
本
質
的
な
二
国
間
外
交
の
成
果
が
緊
急
に
求
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め
ら
れ
て
い
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
戦
国
時
代
の
会
盟
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
の
動
向
を
概
観
し
た
。

前
期
で
は
会
盟
は
軍
事
行
動
の
前
提
と
し
て
の
機
能
を
有
し
、
前
三
四
四
年
、
魏
が
会
盟
を
行
い
周
に
朝
し
て
、
周
―
魏
―
諸
侯
と
い

う
世
界
観
を
出
現
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
強
国
に
よ
る
当
該
期
の
講
和
が
実
現
せ
ず
、
周
王
の
存
在
が
尊
重
さ
れ
た
点
を
示
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
魏
主
宰
の
逢
沢
の
会
を
経
て
、
翌
前
三
四
三
年
に
周
が
秦
に
「
致
伯
」
の
通
り
、
秦
は
周
の
信
任
を
得
た
。
し
か
し
、
一
方
で
前

三
三
五
年
、
斉
・
魏
の
甄
の
会
で
斉
ら
の
周
―
秦
体
制
否
定
の
方
向
性
が
窺
え
、
前
三
三
四
年
、
徐
州
の
会
の
王
号
の
相
互
確
認
も
実
質

的
な
周
王
の
否
定
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
周
の
親
秦
外
交
に
対
す
る
斉
ら
の
抵
抗
と
、
魏
・
秦
・
斉
の
周
王
朝
に
対
す
る
思
惑
の
な
か
、

依
然
と
し
て
国
際
社
会
は
流
動
的
な
環
境
を
見
せ
て
い
た
。
当
該
期
は
会
盟
等
に
よ
る
講
和
に
あ
っ
て
、
周
王
朝
主
導
の
覇
者
を
通
じ
た

国
際
社
会
の
も
と
外
交
関
係
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
周
王
朝
の
権
威
に
関
す
る
尊
重
と
否
定
は
、
魏
か
ら
斉
・
秦
の
東
西
対
峙

の
勢
力
均
衡
に
他
な
ら
な
い
。

中
期
で
は
会
盟
が
軍
事
行
使
の
承
認
・
容
認
の
側
面
を
有
し
、
前
期
の
会
盟
の
軍
事
行
動
へ
の
直
結
と
は
異
な
る
面
を
示
し
た
。
前

三
二
三
年
齧
桑
の
盟
で
秦
は
自
ら
周
王
朝
の
理
念
を
放
棄
し
、
新
た
な
国
際
関
係
を
目
指
す
が
、
一
方
で
魏
が
周
王
朝
を
尊
重
す
る
な
ど
、

依
然
と
し
て
周
王
朝
を
前
提
と
す
る
方
向
性
が
認
め
ら
れ
た
。
前
三
一
八
年
に
至
り
周
は
東
周
に
よ
り
楚
を
利
用
し
、
権
威
の
回
復
を
試

み
た
が
、
前
三
一
五
年
の
周
慎
靚
王
の
死
去
、
赧
王
の
即
位
後
、
東
西
分
治
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
前
三
〇
七
年
、
楚
で
は
周
攻
伐
を
画

策
す
る
な
ど
、
秦
・
楚
と
も
周
王
朝
尊
重
の
外
交
方
針
に
転
換
が
な
さ
れ
た
。
前
三
〇
六
年
に
斉
は
合
従
に
よ
る
周
王
朝
を
尊
重
す
る
体

制
の
構
築
を
試
み
、
前
二
九
三
年
に
は
周
も
本
格
的
に
反
秦
の
姿
勢
を
示
し
韓
・
魏
に
接
近
、
し
か
し
秦
の
軍
事
力
の
前
に
敗
退
し
た
。
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こ
う
し
て
、
周
王
朝
体
制
は
本
質
的
に
崩
壊
し
、
前
二
九
〇
年
に
は
東
周
が
秦
へ
服
従
し
、
一
時
的
に
前
二
八
八
年
、
秦
「
西
帝
」・
斉
「
東

帝
」
に
よ
り
、
周
王
朝
を
否
定
し
新
た
な
世
界
の
構
築
が
志
向
さ
れ
た
。
周
王
朝
理
念
の
喪
失
の
な
か
、
秦
と
各
国
の
抗
争
に
よ
り
同
盟

関
係
は
あ
ら
た
な
段
階
を
迎
え
た
。
た
だ
、
斉
・
秦
の
帝
号
称
謂
と
そ
の
自
ら
の
否
定
は
、
覇
者
に
と
っ
て
周
王
朝
の
存
在
、
そ
の
権
威

が
依
然
と
し
て
国
際
社
会
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

後
期
で
は
会
盟
は
二
回
と
激
減
す
る
が
、
と
も
に
秦
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
前
二
七
八
年
に
秦
・
楚
の
対
立
の
な
か
周
で
は

親
楚
の
立
場
で
、
秦
・
楚
会
盟
に
関
与
し
た
が
、
会
盟
は
不
調
に
終
わ
っ
た
。
周
は
斉
の
邯
鄲
陥
落
、
秦
と
趙
、
燕
・
楚
と
秦
の
対
立
す

る
国
際
環
境
の
な
か
、
秦
を
意
識
し
た
政
策
を
講
じ
た
。
一
方
、
国
際
社
会
で
は
前
二
七
五
年
の
秦
・
魏
、
前
二
七
二
年
の
楚
・
秦
、
さ

ら
に
前
二
六
六
年
の
魏
・
秦
、
前
二
六
三
年
の
魏
・
楚
・
趙
の
講
和
を
へ
て
、
前
二
六
〇
年
に
秦
と
趙
の
長
平
の
戦
い
と
な
っ
た
。
前

二
五
七
年
に
至
り
、
趙
と
楚
が
合
従
し
反
秦
に
動
き
、
前
二
五
六
年
に
は
西
周
君
が
諸
侯
と
「
約
従
」
し
て
秦
を
攻
撃
す
る
が
、
西
周
は

傾
国
に
陥
っ
た
。
秦
は
こ
の
状
況
下
で
そ
の
存
続
を
認
め
、
周
王
朝
を
尊
重
す
る
意
思
を
示
し
た
。
し
か
し
、
西
周
の
傾
国
は
、
秦
の
上

帝
へ
の
祭
祀
な
ど
、
周
王
朝
を
否
定
す
る
行
動
を
通
じ
て
、
覇
者
を
超
越
し
た
秦
の
国
際
社
会
で
の
優
位
を
招
い
た
。

こ
の
よ
う
に
当
該
時
代
の
会
盟
を
め
ぐ
る
動
向
は
、
魏
・
楚
・
斉
・
趙
・
秦
の
強
国
の
関
係
に
よ
っ
て
推
移
し
た
が
、
周
王
朝
の
権
威

を
意
識
す
る
傾
向
と
も
連
動
し
て
い
た
。
な
か
で
も
、
前
三
一
五
年
に
周
慎
靚
王
が
死
去
し
、
赧
王
即
位
に
と
も
な
う
周
の
東
西
分
治
は

当
該
時
代
の
重
要
な
転
機
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
前
二
五
六
年
の
西
周
の
危
機
的
状
況
、
翌
前
二
五
五
年
の
周
の
宝
器
と
九
鼎
の
秦
へ
の

搬
入
と
、
そ
の
傾
国
は
、
周
王
朝
に
対
す
る
国
際
社
会
の
意
識
は
変
質
さ
せ
た
。
前
二
四
一
年
に
比
定
さ
れ
る
『
呂
氏
春
秋
』
謹
聴
篇
の

「
今
周
室
既
滅
、
而
天
子
已
絕
、
乱
莫
大
於
無
天
子
、
無
天
子
則
彊
者
勝
弱
、
衆
者
暴
寡
、
以
兵
相
残
、
不
得
休
息
、
今
之
世
当
之
矣
」
は
、

周
王
朝
の
衰
退
を
受
け
た
天
子
不
在
の
状
況
を
前
提
に
し
た
見
解
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
時
代
に
お
け
る
周
王
朝
は
、
諸
国
の
会
盟
・
覇

者
に
あ
っ
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
紐
帯
で
あ
り
、
魏
・
秦
の
抗
争
と
斉
・
楚
な
ど
の
動
向
の
な
か
、
強
国
に
苦
慮
し
な
が
ら
国
際
社
会
に
対

処
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
戦
国
時
代
の
会
盟
は
、
秦
に
収
斂
さ
れ
る
権
力
の
推
移
に
あ
っ
て
、
二
国
間
外
交
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
一

方
で
周
王
朝
の
国
際
社
会
で
の
尊
厳
を
尊
重
、
維
持
す
る
意
識
を
共
有
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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註
（1）
貝
塚
茂
樹
・
伊
藤
道
治
『
中
国
の
歴
史
１
』（
講
談
社
、一
九
七
四
年
）、楊
寛
『
戦
国
史
（
増
訂
本
）』（
上
海
人
民
出
版
、一
九
八
〇
年
）、

平
㔟
隆
郎
『
中
国
の
歴
史
02
（
都
市
国
家
か
ら
中
華
へ
）』（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
）
等
参
照
。

（2）
会
盟
に
関
し
て
は
、
工
藤
元
男
「
戦
国
の
会
盟
と
符
―
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
「
戦
国
縦
横
家
書
」
二
〇
章
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋
史
研

究
』
53
―
１
、一
九
九
四
年
）、
吉
本
道
雅
『
中
国
先
秦
史
の
研
究
』(

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（3）
拙
稿
「
田
斉
の
軍
事
と
外
交
（
一
）」（『
鴨
台
史
学
』
10
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
な
お
、
本
理
解
は
、
藤
田
勝
久
「
戦
国
略
年
表
」

（
佐
藤
武
敏
監
修
『
馬
王
堆
帛
書
・
戦
国
縦
横
家
書
』
所
収
、
朋
友
書
店
、
一
九
九
三
年
）
を
参
考
に
し
た
上
で
の
も
の
で
あ
る
。

（4）
会
盟
事
例
は
、
註

（2）
工
藤
氏
前
掲
論
文
を
参
照
し
、
一
々
註
記
し
な
い
が
私
見
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
戦
国
紀
年
に
関
し
て
は
、

楊
寛
『
戦
国
史
料
編
年
輯
証
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
準
拠
し
て
い
る
。
な
お
、
以
下
、
引
用
の
史
料
は
『
史
記
』

本
紀
、
世
家
等
は
名
称
の
み
を
示
し
、『
戦
国
策
』
に
関
し
て
は
、
諸
祖
耿
『
戦
国
策
集
注
匯
考
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）

を
参
照
し
、常
石
茂
訳『
戦
国
策
』１
・
２
・
３（
東
洋
文
庫
、平
凡
社
、一
九
六
六
―
一
九
六
七
年
）の
各
篇
の
分
断
に
従
っ
て
い
る
。『
竹

書
紀
年
』（
紀
年
）
は
、
方
詩
銘
・
王
修
齢
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
証
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
に
よ
り
魏
紀
六
一
な
ど

と
記
す
。『
戦
国
縦
横
家
書
』
に
関
し
て
は
、『
戦
国
縦
横
家
書
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）、
註

（3）
佐
藤
武
敏
監
修
『
馬
王
堆

帛
書
・
戦
国
縦
横
家
書
』
参
照
。
以
下
の
釈
読
は
後
者
に
よ
っ
て
い
る
。
雲
夢
秦
簡
『
編
年
記
』、包
山
楚
墓
出
土
竹
簡
（
包
山
楚
簡
）

は
『
戦
国
史
料
編
年
輯
証
』
に
も
と
づ
く
。
当
該
期
の
地
名
比
定
は
、譚
其
驤
主
編
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
一
冊
（
地
図
出
版
社
、

一
九
八
二
年
）、
朱
本
軍
『
戦
国
諸
侯
疆
域
形
勢
図
考
絵
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。

（5）
逢
沢
の
会
に
つ
い
て
は
、
晁
福
林
「
逢
沢
之
会
考
」（『
文
史
』
二
〇
〇
〇
―
一
）
参
照
。
な
お
、
当
該
期
の
周
王
朝
に
関
し
て
は
、

晁
福
林
『
春
秋
戦
国
的
社
会
変
遷
』
上
册
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（6）
文
武
胙
に
つ
い
て
は
、
豊
田
久
「
周
天
子
と
文
・
武
の
胙
の
賜
与
に
つ
い
て
―
成
周
王
朝
と
そ
の
儀
礼
そ
の
意
味
―
」（『
史
観
』

127
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。
な
お
、
註

（5）
晁
福
林
氏
前
掲
書
で
は
、
当
該
期
、
周
王
朝
が
依
然
と
し
て
「
天
下
共
主
」
で
あ
っ
た
点
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を
強
調
す
る
。

（7）
註

（3）
拙
稿
参
照
。

（8）
称
王
に
つ
い
て
は
、
註

（1）
楊
寬
氏
前
掲
書
参
照
。
註

（2）
吉
本
道
雅
氏
前
掲
書
に
も
称
王
に
関
わ
る
議
論
が
見
え
る
。

（9）
拙
稿
「
田
斉
の
軍
事
と
外
交
―
戦
国
中
期
―
」（『
川
勝
守
・
賢
亮
博
士
古
稀
記
念　

東
方
学
論
集
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三

年
）
参
照
。

（11）
拙
稿
「
孟
嘗
君
―
戦
国
封
君
の
一
形
態
―
」（『
鴨
台
史
学
』
14
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（11）
秦
・
斉
の
称
帝
に
関
し
て
は
、
註

（2）
工
藤
元
男
氏
前
掲
論
文
参
照
。

（12）
趙
策
三
13
に
は
秦
の
称
帝
問
題
の
関
す
る
議
論
が
見
え
る
が
（
拙
稿
「
田
斉
の
軍
事
と
外
交
―
戦
国
後
期
―
」（『
大
正
大
学
研
究
紀

要
』
99
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
）、
工
藤
元
男
「
皇
帝
号
出
現
の
背
景
―
戦
国
時
代
の
称
帝
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
東
方
学
会
創
立

五
十
周
年
記
念
東
方
学
論
集
』
所
収
、
一
九
九
七
年
）
は
、
こ
れ
を
長
平
の
戦
い
後
の
前
二
五
八
年
に
比
定
し
、
秦
で
は
帝
号
の
採

用
が
決
定
さ
れ
、
統
一
帝
国
に
む
け
て
の
諸
政
策
が
準
備
さ
れ
た
と
見
做
し
て
い
る
。
大
櫛
敦
弘
「
統
一
前
夜
―
戦
国
後
期
の
「
国

家
」
秩
序
―
」（『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
19
、一
九
九
五
年
）
は
、「
帝
」
で
あ
る
秦
と
そ
れ
に
服
属
す
る
他
国
に
よ
る
「
国

際
」
秩
序
を
想
定
す
る
。

（13）
東
周
は
前
二
四
九
年
に
秦
よ
り
誅
さ
れ
る
が
、「
秦
不
絶
其
祀
」（
秦
本
紀
）
と
い
う
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
そ
の
存
続
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
註

（5）
晁
福
林
氏
前
掲
書
参
照
。

（11）
註

（12）
大
櫛
敦
弘
前
掲
論
文
で
は
、「
入
朝
」
に
関
し
て
明
確
な
服
属
関
係
を
示
す
重
い
意
味
が
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
戦
国
後
期

に
は
秦
が
一
段
優
位
に
立
っ
て
他
の
諸
国
が
そ
れ
に
服
属
す
る
、
秦
を
中
心
と
す
る
「
国
際
」
秩
序
が
存
在
し
た
と
見
做
す
。
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